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研究成果の概要（和文）：本課題は、中米地域の地域観光に関する研究である。中米地域は、殺人発生率が高い
など治安が悪い状況が続いてきたが、それにも関わらず観光客数は伸び続けていることが明らかとなった。他
方、中米地域においては、治安以外にも、観光産業が抱える潜在的なリスクがあることも分かってきた。気候変
動による大型ハリケーン災害などで、これまでも度々失業者が出ていたことである。こうした状況は、観光への
依存度が高い島嶼部において顕著であった。一方、観光の担い手の中には、複数の職業を持つことでリスク分散
を行っている人々がいることも分かってきた。農業などの生業をもちながら、観光「も」行うという形態が主流
化していく可能性がある。

研究成果の概要（英文）：This project is a study on regional tourism in Central America. It has 
become clear that Central American countries have continued to have poor security conditions, 
including a high murder rate, but the number of tourists continues to grow despite this. On the 
other hand, it has become clear that there are potential risks to the tourism industry in this area,
 in addition to security. Many people have lost their jobs in the past due to major hurricane 
disasters caused by climate change. This situation was particularly noticeable in island areas, 
which are highly dependent on tourism. On the other hand, it has also become clear that some people 
involved in tourism diversify their risks by holding multiple jobs. There is a possibility that it 
will become mainstream for people to have a livelihood such as agriculture and also engage in 
tourism.

研究分野：環境社会学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　気候変動が観光業に及ぼす影響は、我が国にとっても同様であり、その点において中米地域の実践が一つの示
唆に成り得る。これらの成果は、論文6本、書籍2冊、発表6本、シンポジウム1件などで広く公開してきた。この
うち、シンポジウムについては、一般にも公開し、251名の参加者を集めた。このように、研究のアウトリーチ
も実現できた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
中米のコスタリカは、開発途上国でありながら環境政策が進んだ国として知られている。実際
に国土の 26%が自然保護区に指定され、守られた自然はエコツーリズムの資源となっている。
かつてコスタリカは、コーヒー、バナナ、パイナップルなどを輸出する農業国であったが、1999
年に観光業が左記農業３品の外貨獲得高を上回り、観光は同国の基幹産業へ成長している。自然
を観光資源化することで、経済発展を遂げてきたことが同国の国際的な評価を高めている。 
その一方、観光のデスティネーションである自然保護区で治安の悪化が指摘されはじめてい
る。きっかけとなったのは、2011 年にコスタリカで最も観光客を集める国立公園が、大規模な
麻薬取引の現場として利用されていたことが警察の調査で明らかになったことである。すなわ
ち、国立公園は、観光客だけでなく犯罪者にも利用されてしまっているという事態が明るみにな
った。そこで、申請者は本研究の前提となる研究において「なぜ、自然保護区が犯罪の現場とし
て利用されるのか」という問いのもと、同国の自然保護区の制度および実態研究を行ってきた。
その結果として分かったことは、コスタリカの（特に）国立公園制度は、法的に人の居住を認め
ないなど、極端に人為的な利用を排除してきたということであった。コスタリカは、国土の 26%
が自然保護区で占められているが、その大半が（犯罪者にとっては人目につかない）人口の空白
地帯となっていることが明らかとなった。これまでの研究の一つの結論は、「コスタリカでは、
自然保護区を作れば作るほど、麻薬取引が盛んになる可能性がある」ということである。 
一方、自然保護区は、コスタリカの重要な観光資源である。したがって、保護区の治安が悪く
なれば、観光およびコスタリカ経済にも大きな影響がでることが予想される。以上のような前提
から、本研究では、観光地が犯罪に利用される問題構造の分析を主としたこれまでの研究を発展
させ、「どのようにして観光地の治安を維持するのか」という具体的な解決策を検討することを
目的とする。その手掛かりとして、本研究では「積極的平和構築のための観光」というテーマを
設定した。 
 
２．研究の目的 
調査対象地は、コスタリカを中心とした中米地域およびカリブ海地域とする。中米地域は、近
年、麻薬ビジネスを背景に反社会的勢力が拡大し、治安の悪化が深刻化している。特に、2015年
の統計では、人口 10万人あたりの殺人発生率の上位 10カ国に中米の国が 5カ国もランクイン
している。 
他方、治安が悪化する一方で、中米各国の観光客数は増え続けているという現実がある。「平
和でなければ観光は成り立たない」という一般論とは裏腹に、観光が持続する背景には、観光自
体に平和を構築するための何らかの仕組みが内包されているからなのかもしれない。このよう
な問いのもと、現地調査に基づく実証研究を通じて観光が平和構築に果たす役割を明らかにす
ることが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 調査手法は、半構造化インタビューを用いて観光の実態を把握するとともに、アクターネット
ワーク分析を用いて観光がどのように地域の強靭性を高めるのかを明らかにする。調査地は、治
安悪化が指摘される一方で、観光客数を伸ばしている地域を対象とし、住民たちによって実施さ
れている（コミュニティ・ベースド・ツーリズムの形態をとる）観光に焦点を当てた。 
 しかしながら、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の流行に伴って、2020 年度から 2021
年度の 2年間は、現地調査に赴くことができなかった。そのためこの 2年間は、対象国政府およ
び国連世界観光機関（UNWTO）などが発表する統計データを基にマスなデータ分析を実施した。 
 
４．研究成果 
 
2020 年度の成果 
 研究初年度である 2020 年は COVID-19 のパンデミックを受け、本研究の根幹である中米地域
における現地調査が催行できなかった。そのため、文献調査に切り替えて研究を継続した。 
 まず、本研究の前提を成す、中米地域の殺人発生率と観光客数の関係性を、統計データをもと
に分析した。エルサルバドルおよびホンジュラスの殺人発生率は、過去 20 年間、世界で最も高
い水準にあったが、このような中でも観光客数は伸び続けていることが分かった。急激に殺人発
生率が伸びた時期においても、観光客の伸び率は上昇傾向にあり、治安悪化と観光客数には相関
関係が見られないことが分かった【論文①】。同様の状況は、ベリーズの分析においても見られ
ることが分かった【論文②】。 
 他方、本研究の対象地域に関しても、情報整理を行った。中米地域は世界的にも治安が不安定
な地域であるが、他方、環境保全政策が進んでいるという特徴がある。そして、このようにして
守られた自然がエコツーリズムの資源となっている。左記のような環境保全と観光の関係性を
まとめたものが【論文④】である。 
 



2021 年度の成果 
 2021 年度も COVID-19 に伴う入国・出国規制があったことから文献調査を軸に研究を進めた。
中米地域の治安が悪化している原因は、麻薬取引を原資とする反社会的勢力が拡大しているこ
とにある。このような本研究の前提となる基本的情報を書籍にまとめた【書籍①】。 
後半は、COVID-19 の流行に伴って、中米地域の観光がどのような影響を受けたのかに焦点を絞
った。国別の観光による外貨獲得高や失業率などの指標を比較した結果、とりわけ中米地域の中
でもカリブ海の島嶼国が大きなダメージを受けていることが分かった。これらの国は、「観光モ
ノカルチャー」とも言えるほど観光依存度が高いため、パンデミックのあおりを大きく受けた。
なお、失業率は女性および移民労働者に顕著であることも分った【論文④】。 
 
2022 年度の成果 
研究期間中、中米地域のセクターは多くの失業者を生み出したが、その後の分析でこのような状
況は、COVID-19 が流行する以前にも、起きていたことが明らかとなった。近年、中米地域には、
気候変動の影響によって大型化するハリケーンが度々被害をもたらしているが、その度に島嶼
部を中心に国際観光がストップするという事体が起きてきた。すなわち、気候変動や感染症の流
行によって、「観光モノカルチャー」という当該地域が抱える根本的な問題が浮き彫りになった
と言える。 
一方現場では、このような極度に観光依存度が高い観光形態からの脱却を目指す動きもみられ
ることが分かった。具体的には、農業などの生業をもちながら、観光も行うという副業体制であ
る。換言すれば、当該地域の観光の持続可能性を考える上では、農業をはじめとした生業の経済
的安定をいかに確保するかという論点も重要になる。このような背景のもと 2022 年度は、観光
を下支えする「副業」にフォーカスした【論文⑥】。 
 他方で、ラテンアメリカ諸国の中でも、比較的国土面積が広くかつ人口が多い地域においては、
観光を内需で回すことができたため、経済的ダメージは少なかった。その比較としてパラグアイ
を中心とした内陸国の状況を整理した【論文⑦】。 
 
2023 年度の成果 
 研究最終年度となる 2023 年度は、研究成果のまとめと成果の公表に努めた。まず、研究の総
まとめとして、シンポジウムを開催した。シンポジウムは日本環境学会との共催で実施し、一般
市民にも公開した。その結果 251 名の参加者を集めた。また、ここでの報告内容を学会誌に発表
した【論文⑩⑪、発表⑥】。他方、国際学会においても発表を行い、国外の研究者へ向けても成
果の公表を行った【発表⑤】。 
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